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はじめに 

この度は、宮入バルブの製品をご採用いただきまして、誠にありがとうございます。 

製品をご使用いただく前に、本書を十分にお読みになることをお願い申し上げます。 

お願い 

■ 安全確保に万全を期すため、作業を始める前に本書を必ずお読みください。 

■ 本書はお読みになった後も大切に保管してください。 

■ 本書は予告なく内容を変更する場合があります。予めご了承ください。 

■ 製品を安全にご使用いただくために、厳格に守っていただきたい事項が記載されている箇所 

に下記のようなシンボルマークをつけてあります。特に注意してお読みください。 

シンボルマーク 解説 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷を負う可能性が想

定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると人が傷害を負う可能性、または物的損

害の発生が想定される内容を示しています。 

安全上のご注意 

当製品を安全にご使用いただくために下記の事項を遵守してください。 

 

 

●必ず設定されている仕様内でご使用ください。 

●指定する圧力を超えないように注意してください。 

●作動中、バルブ内に指または棒などを入れないでください。 

●製品取り付け部は振動等により緩む恐れがあります。しっかり締め付けを行い、定期的に点検を行ってください。 

●製品の上に重量物を置かないでください。（漏れの原因となります。） 

●配管直前まで保護カバーは取り外さないでください。 

●配管時、芯が合わない場合無理に取り付けないでください。 

●分解、点検時は必ず取扱説明書に従い行ってください。 

 

 

 

●分解・点検は、配管内の圧力を抜いてから行ってください。 
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1. 仕様 

 

最高使用圧力（液圧） 0.5 MPa 

使用温度範囲 0～95 ℃ 

接続規格 ISO （IDF） 準拠ヘルール 

内面仕上げ バフ♯400 

 

2. 構造 

 

 

① ボディ  （SUS316L） 

② キャップ  （SUS316L） 

③ ステムディスク （PTFE） 

④ Oリング  （シリコン or EPDM or FKM） 

⑤ E型止め輪  （SUS304） 
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3. 使用方法 

バルブの開閉は下図を参考にキャップを回転させ行ってください。 

サンプリングを行わない時はキャップを CLOSE の方向に手締めいっぱいまで回転させた状態で使

用してください。 

※OPEN 方向へ回しすぎてもキャップが外れないようになっています。その際、キャップを強い力で

引っ張るとステムディスク部ごとボディから外れてしまうので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプリング時 サンプリングを行わない時 

× サンプリング液の排出 
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4. 分解・組立て要領 

満足できる動作を保証するために定期的な分解点検を推奨します。 

 

 分解 

 

 

 

 

 

① E型止め輪を専用工具、若しくはマイナスドライバー等で取り外します。 

② キャップをバルブのOPEN方向へ回転させ、取り外します。 

（E型止め輪をはずしたことにより取り外しが可能になります） 

③ ステムディスクを引き抜きます。 

 

 組立て 

分解の逆の手順で行ってください。 
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5. 保証範囲と免責事項 

 

保証期間は貴社での検収完了後 18 ヶ月内または設置後 12 ヶ月内のうち、いずれか早く到来する期間内

において、製造上の問題に起因する故障が判明した場合には、無償修理もしくは交換を行います。 

但し、下記項目に該当する場合は保証対象外といたします。 

① カタログ又は別途取り交わした仕様書などで確認された以外の不当な取付け、又は使用による場合。 

② 故障の原因が納入品以外の事由による場合。 

③ 弊社以外による不当な修理、改造における不具合及び損傷。 

④ 弊社仕様を超えた過酷な環境下における使用、取扱い、あるいは保管による場合。 

⑤ 野積み等不適切な製品の保管に起因する故障の場合。 

⑥ 火災、水害、地震、落雷、その他の天変地異又は公害、テロによる場合。 

⑦ 補修及び代品を提供させていただいた場合に付帯する費用。 

⑧ その他メーカーの責任とみなされないことに起因する故障の場合。 

 

6. アフターサービス 

製品に関するご相談は、宮入バルブ製作所各営業所へお問い合わせください。 

（型式・サイズ・図面番号等をお知らせください。） 

また製品は予告なく製造中止、改良を行うことがございます。製造・販売を中止した製品につきましては、

修理、オーバーホールのご要望に応じかねることもございます。又、当該製品の部品、消耗品の供給に

つきましても出来かねる場合がございます。あらかじめご了承くださいますよう、重ねてお願い申し上げ

ます。 

 

 

 本製品についてのご質問、及び定期点検のご相談、ご依頼は下記の営業所までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

http://www.miyairi-valve.co.jp 

本   社 〒104-0061 東京都中央区銀座西1-2 (℡) 03-3535-5575 (Fax) 03-3567-6834 

甲府工場 〒400-0206 山梨県南アルプス市六科1588 (℡) 055-285-0111 (Fax) 055-285-7175 

     

札幌営業所 (℡) 011-786-1110 (Fax) 011-786-1120  大阪営業所 (℡) 06-6541-8711 (Fax) 06-6541-8718 

仙台営業所 (℡) 022-295-4670 (Fax) 022-295-4671  広島出張所 (℡) 082-426-5002 (Fax) 082-426-5003 

東京営業所 (℡) 03-3535-5571 (Fax) 03-3567-6834  九州営業所 (℡) 093-921-0981 (Fax) 093-921-0984 

名古屋営業所 (℡) 052-951-3860 (Fax) 052-951-3862     
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